






































































































































































































































は，童門冬二（『新釈 三国志』 日本経済新聞社 初版は１９９５～９６年），北方謙三（『三




































１３ 荊州学については，加賀栄治『中国古典解釈史 魏晋篇』（勁草書房 １９６４年），野沢達
昌「後漢末荊州学派の研究」（『立正大学文学部論叢』４１ １９７２年），魯錦寰「漢末荊州
学派与三国政治」（中州学刊１９８２年４期 １９８２年），唐長孺「漢末学術中心的南移与荊州
学派」（谷川道雄〔篇〕『地域社会在六朝政治文化上所起的作用』玄文社 １９８９年），劉
玉堂・陳紹輝「劉表与漢末荊州学術文化」（『江漢論壇』２００１年４期）など多数の研究が
ある。
１４ 拙著１・pp．１０７―１０９参照。
１５ 拙著１・pp．５８―５９および p．８２・注六参照。
１６ 山川出版社『新世界史』改訂版（２０１２年）p．４７・脚注①には
２世紀なかばからローマ軍の兵士は駐屯地で徴募され，現地に駐屯して守備にあ
たったので，各地の軍隊はその地の民族を代表する性格が強まった。
とあり，この時代の皇帝が各地域を代表する勢力であったと見られる。
１７ ローマ帝国史における「３世紀の危機」論については，『西洋史研究』新輯３９号（西洋
史研究会 ２０１０年）にある「［西洋史研究会］２００９年度大会共通論題報告３世紀の「危
機」再考」の一連の報告・討論にあるように，これまでの学説史を踏まえた上で再検討
しようという動きも存在している。
１８ 山川出版社『詳説世界史』では，２０１２年刊行の改訂版と２０１３年刊行のもの双方の小項目
に「３世紀の危機」が存在する（２０１２年版 pp．５１―５２，２０１３年版 p．４５）。帝国書院『新詳
研究ノート：中国・三国時代史“３世紀の危機”の視点から
－２２－
世界史 B』では「３世紀の危機」という用語は登場しないが，「１７世紀の危機」に関す
る記載が数多くある。
１９ 帝国書院『最新世界史図説 タペストリー』十一訂版（２０１３年）p．７３（「ローマ帝国の
衰退～オリエント的専制君主政の開始」）・p．３００（「風土 自然災害・気候変動から見る
世界史」）の年表に記載がある。
２０ 浜島書店『新詳世界史図説』（２００７年改訂版）p．３４，同『アカデミア世界史』（２０１０年改
訂版）p．６８，第一学習社『グローバルワイド 最新世界史図表』新版改訂（２０１４年発行
予定改訂２０版）p．３４のそれぞれの年表中に登場する。
２１ 満田剛〔監修〕『「大三国志展」カタログ』（東京富士美術館 ２００８年）p．１４８・「為政者
としての曹操」では，
例えば，流民や兵士に土地を貸し与えて耕させる屯田制を導入して兵糧を確保して
いるが，これはのちの均田制（日本では班田収授法として導入される）につながる
と見られている。
としている。
２２ 一例として，「三国志歴史講座・「グローバル・『三国志』―時代の実像と変革者たち」」
第１回・「世界史の中の『三国志』―「３世紀の危機」に挑む変革者たち」（豊島区民セ
ンター ２０１２年９月１８日）が挙げられる。
２３ 拙稿「グローバル・『三国志』」（研究覚え書き）（『東洋学術研究』第４９巻第２号 ２０１０
年 p．２７６）参照。
【付録・配布資料】
世界史の中の『三国志』―「３世紀の危機」に直面した世界
「『三国志』の時代」とは
○西暦１８４年（黄巾の乱）～２８０年（呉の滅亡）の約１００年間，現在「中国」と呼ばれている
中の，主に漢族が住んでいる地域が魏・蜀漢・呉の三つの国に分かれて争っていた時代。
後漢末期から中国・三国時代，あるいは「華麗なる暗黒時代」
西暦１００年代から寒冷化が進む
農業生産量の低下 高緯度地域で大きな影響（草の生育の悪化など）
食料不足・不景気・税収減少 遊牧などの生業を営むことが困難になり大移動
（民族大移動）
体制の維持困難 農耕民の世界に侵入し，混乱が発生
治安の悪化・さらなる食料不足・地域ごとに分裂する傾向
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乱世をまとめるために「軍事優先の体制」がしかれる
救われ難い人々に新たなる「宗教」が普及
☆ユーラシア大陸の東部……後漢～三国・西晋
・西暦１００年頃～
幼帝が続き，豪族勢力（≒官僚層）・宦官・外戚の党派争い
 
儒教に基づく価値観 私利私欲に走る者が多い
（清流派）
※「敵の敵は味方」ということで三つ巴の闘争に発展していく
・西暦１０７年にはじまる羌族の反乱など，異民族との戦いが激化
・寒冷化の影響もあり，財政・経済不振が表面化
※金が西方（ヘレニズム世界・クシャーナ朝）へ流出？
※袁紹の軍や曹操の軍で食べるものがなくなって乾燥した桑の実を，袁術の軍で
はどぶ貝を食べたとか，袁術の支配していた地域で食糧が無くなって農民同士
で「人肉相食む」という状態になったとか，曹操が呂布に州を奪われそうに
ていいく
なった頃（と考えられる）に，そのとき都市の防衛にあたった程が兵士の食
糧に人肉を混ぜて食べさせたという話がある。
※『三国志』巻二文帝紀によると，２２５年に魏の文帝・曹丕が水軍を率いて呉を
攻めようとしたが，淮水（淮河）から長江に入る水道が凍ってしまって長江に
船を乗り入れることができなかったとある。ちなみに，現代では秦嶺山脈と淮
河を結ぶラインが稲作と畑作の境界線である。この境界線から南は稲作，北は
畑作である。現代のこのあたりの川・運河が凍ることはなかなか想像しにく
い。
・黄巾の乱（１８４年）以降続発する反乱や異民族の侵入
↓
治安の悪化の中で，豪族の大農園は自給自足的性格を強め，貨幣経済が衰退
※地方の軍事力が強化される中での霊帝の「改革」
↓
董卓による混乱以後，割拠する政権は軍事優先の体制をしく
※特に曹操は国家を常時戒厳令下において統治したと見ることもできる
・中心地であった中原が荒廃し，経済力が低下
・新たなる「宗教の時代」……儒教に加えて道教，そして仏教が普及
※曹操の「青州兵」（黄巾の乱を起こした太平道の残党），五斗米道の吸収
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☆日本列島……邪馬台国
・『後漢書』東夷伝の倭の条には，後漢の桓帝と霊帝の時期（１１７～１８９年）に「倭国
大乱」とあり，ちょうど後漢が寒冷期に突入する頃に日本列島も寒冷化して倭国も
混乱したことを示している。
↓
・『魏志』倭人伝
３世紀には，女王・卑弥呼の統治する邪馬台国連語が存在。
☆ユーラシア大陸の西部……ローマ帝国
・五賢帝の時代（西暦９６～１８０年）の終わり頃から，異民族との戦いが激化し，パル
ティアやササン朝ペルシアとも戦う
・寒冷化の影響もあり，財政・経済不振が表面化
※金が東方（ヘレニズム世界・クシャーナ朝）へ流出
・カラカラ帝のアントニヌス勅法（２１２年）
ローマ市民権を帝国の全自由人にあたえる
↓ この勅法の目的は……
納税者（＝ローマ市民）を増やして，税収を上げるため
※この頃以降，ローマ市民権は皇帝の専制化により名目化。
・軍人皇帝時代（２３５～２８４年）
ローマ帝国各地に駐屯する軍隊が，その司令官を皇帝に推戴し争った時代で，
２６人の皇帝が乱立し，自然死は１人という事実上の戦国時代。
※２世紀中頃から，ローマ軍の兵士は駐屯地で募兵されて現地の守備にあたって
おり，各地の軍隊は駐屯地の民族を代表する性格を持っていた。
・軍事力の増強・維持のための都市への重税
↓
経済的疲弊・衰退
・農業・土地経営の変化…一部都市上層市民，地方で大所領経営
↓ パクス＝ロマーナによる奴隷不足と奴隷制生産の非能率性
労働力…貧困化した都市下層市民＝土地に縛り付けられた小作人（コロヌス）
↓ ※コンスタンティヌス帝
小作制（コロナートゥス）の普及
※治安の悪化の中で，大農場は自給自足的性格を強め，貨幣経済が衰退
・中心地であったイタリアの経済的地位が低下。
・キリスト教・ミトラ教の普及
↓
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コンスタンティヌス帝のキリスト教公認（ミラノ勅令 ３１３年）
※キリスト教を軸に帝国の統一維持をはかる
「神寵帝理念」（皇帝位は神の恩寵によって与えられたものとする説）
☆ユーラシア大陸の中部……パルティア／ササン朝ペルシア・クシャーナ朝
・ローマ帝国との激闘の中でパルティアが衰退し，２２４年に滅亡
↓ ササン朝ペルシア建国
ローマ皇帝ウァレリアヌスをエデッサの戦いで破り，捕虜とする（２６０年）
・クシャーナ朝（１世紀中頃～２４０年頃）
最盛期はカニシカ王の時代（位１３０年頃～１５５年頃）
↓
ササン朝ペルシアの攻撃で衰退し，滅亡（２４０年頃）
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